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ディジタル作法

　ディジタル作法とは，ディジタル世界でのお作法

のことであろう．この本はディジタル社会で生きて

いくための本である．原著者は，このビブリオシリ

ーズ第 2 回で登場したプログラム書法の原著者の

Kernighan 先生であり，日本語訳はそのプログラ

ム書法を紹介した久野靖先生である．1999 年から

Kernighan 先生がプリンストン大学で教えられてい

る Computers in Our World という科目があるとい

う紹介から始まるこの本は，まさに情報処理専門家

でなくても，情報社会に生きるすべての人間が知っ

ているべきコンピューティングに関する基本的な知

識を網羅してある．

コンピューティングを3つにわける

　コンピューティングを形成する 3 つの重要な要

素としてハードウェア，ソフトウェア，コミュニケ

ーションをあげ，それぞれの上にあるデータという

もう 1 つの重要な要素をあげて，コンピュータシ

ステムや通信システムがどのように動作しているか

を，簡潔に，細かいところまで丁寧に説明した本で

ある．

第 1 部	 ハードウェアでは，コンピュータとは何か，

情報を表す 1 と 0 の世界やコンピュータ

が命令をどう実行しているかについてまで

触れる．

第 2 部	 ソフトウェアでは，オーダという言葉はな

いにしても，アルゴリズムとは何かから，

計算量の概念にも触れ，プログラミングに

関しても概説がある．

第 3 部	 コミュニケーションでは，インターネット

の仕組み，メールや Web 通信の仕組みか

ら，プライバシーやセキュリティ，情報倫

理なども盛り込んだ話題を提供する．

　この 3 部構成が私は好きである．大雑把に言えば

単体のコンピュータはハードウェアとソフトウェア

で動いているわけで，そこに外界とのつながりを実

現するコミュニケーション技術であるインターネッ

トを紹介するという流れはごく自然な流れだと思う．

　第 1 部では CPU，メモリ，ディスク，ムーアの法則，

アナログ・ディジタル変換，フェッチ＝デコード＝

実行というコンピュータの実行サイクルとかキャッ

シュとか，チューリングマシンなどの説明まである

一方でブール代数などの説明は一切ない．ハードウ

ェアを構成する物理的な名前のついた（というと表

現は変ですが）ものについて説明がされているとい

う感じである．

　一転して第 2 部では，アルゴリズムの説明で線

形探索，二分探索，ソーティング，計算量等に触れ

ているが，オーダという言葉は出てこない．プログ

ラミングの話の中に知的財産や標準規格，オープン

ソースなどの話も盛り込まれている．OS の話もし

ており，カーネルだとかデバイスドライバの話など

もある．どの環境でも使え，ブラウザを使ってすぐ

に実行できるという理由から，扱っているプログラ

ム言語は JavaScript である．

　第 3 部はインターネットの仕組みとしてプロト

コルや IP アドレスなどの話もあるが，Web 上での

危険などにも触れているところがいい．
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情報科学のバイブル的存在

　私は本務校をはじめとしていくつかの大学で「情

報科学と人間」「コンピュータと人間」といった，

情報社会で生きる私たち人間が何を知っておく必要

があるのか，何をすべきなのかということを伝える

授業を行っているが，いずれもこの本を教科書，参

考書として指定する．

　情報社会の発展は急激なのでこういった本の記述

の中には，数年経つと時代遅れになってしまうもの

もあるが，基本的な理論は長く変わらず意味がある

ことである．そういった内容が盛りだくさんの本，

いわゆる情報科学のバイブル的存在といってもいい

と思う．

　情報リテラシーという言葉がある．リテラシーと

は「読み・書き」のことだ．読み書きは社会で生き

ていくためには必須である．情報社会における読み

書きが情報リテラシーということになるが，最近で

は，情報リテラシーを拡大した概念であり，生涯に

わたって情報技術を使い続けていくために十分な能

力である「情報フルエンシー」という考え方のもと

に大学の情報の授業が設計されている．こういった

授業を受講する場合には，情報技術を支える基礎的

な知識は普遍である一方で，情報社会の進展の速度

を考えた場合，授業で学ぶことの中には何年か後に

は通用しないことがある．それゆえ，単位取得が目

的ではなく，学生が受けた授業を本当の意味で活か

してほしいのはその後なのである．

　授業を受けずとも，誰もが生涯にわたって情報社

会を生きていくために何をしていくべきか何に注意

を払うべきなのかといった，情報社会とのコミュニ

ケーションのセンスを身につけることが必要と思わ

れるが，本書では情報技術を支える基礎的で普遍的

な知識に加え，そういったセンスを身につけるため

の一通りの知識を得ることができる．書き方も学術

書風ではなく，専門家でなくてもすらすら読める本

であり，もっと知りたい人のためには補助資料が豊

富に提示されている．

　本書のまえがきの言葉を借りれば，セールスマン

やサービスセンタが 100％本当のことを言っている

わけではないこと，無知はすぐに被害につながるこ

と，企業がどのようにして情報を利用して利益をあ

げようとしているのか知らなければ私たちは無意味

にプライバシーをさらすことになるなど，情報社会

が私たちの生活に与える影響がどんなに多いことか

…そういったことを少しでも緩和するためにも本書

を一読することを勧める．
（2013 年 11 月 27 日受付）
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